建設事業の評価について

（意見具申）

平成26年７月８日

大阪府建設事業評価審議会

１　はじめに

平成26年度審議案件のうち、再々評価案件３件の対応方針（原案）について、審議を行った。

審議にあたっては、従来どおり審議会を公開し、府民意見や意見陳述の公募を行うとともに、審議概要をホームページで公表するなど、透明性の高い審議会運営に努めた。

なお、本年度の審議対象案件は14件提示されていたが、前述の３件については、いずれも一部事業を中断していたことから、審議後は一刻も早く事業を再開したいとの申し出があった。そのため、他の11件とは別に、先行して意見具申を行うこととした。
２　審議対象の基準

審議対象の基準は、６ページのとおりである。

３　審議結果（審議の詳細は１ページから４ページを参照）
次表に記載の３事業について審議を行った。その結果、府の対応方針（原案）は、本審議会に提出された資料と説明の範囲において適切であると判断した。

対象事業と府の対応方針（原案）（一部再開等の定義は５ページを参照）
	　事　業　名
	府の対応方針（原案）

	【特定土地区画整理事業】

	1 箕面森町（水と緑の健康都市特定土地区画整理事業）
	事業継続

	【道路事業】

	2 一般府道豊能池田線（都市計画道路止々呂美吉川線）道路改良事業
	事業継続（一部再開）

	3 主要地方道美原太子線（粟ヶ池工区）道路改良事業
	事業継続（一部再開）


※審議案件は、いずれも再々評価の対象事業

なお、各事業の審議における主な論点と今後の事業実施において改善・留意すべき事項は、以下のとおりである。

【特定土地区画整理事業】
1 箕面森町（水と緑の健康都市特定土地区画整理事業）

箕面北部の丘陵地に、計画戸数約2,900 戸、計画人口約9,600 人の都市を建設する事業である。
本事業は、平成22年度に、本審議会の前身である「大阪府建設事業再評価監視委員会」で再々評価の審議を行い、第１区域については、府の対応方針（原案）は「事業継続」で提案され、委員会としては、「適切である」と判断していた。一方、第３区域については、府は、平成20年６月策定の「財政再建プログラム（案）」で、24年度末に採算性等を精査の上、基盤整備工事の実施について改めて判断するとしていた。そのため、第３区域は審議対象から外し、当時の意見具申の中で、「府においては、第３区域の基盤整備工事実施の可否について、企業立地の需要等を厳しく精査した上で改めて慎重に判断されることを望む。」という意見を出していた。今回、企業立地の需要等の検討を経て、府が、第３区域を含む本事業全体の対応方針（原案）を決定したため、改めて審議することとなった。第１区域は、概ね計画どおりに進捗し、事業の必要性についても変化はないこと、第３区域については、平成25年９～10月に、企業の進出意向調査及びヒアリングを行い、進出意向が強いことを確認し、保留地処分の可能性が高いことが見込まれるため、全体として事業を継続したいとの提案があった。

審議では、以下のことを確認した。

第１区域は、事業完了を予定している平成30年度末までに府の保留地約532 区画を販売する計画となっている。平成26年３月末現在、304 区画（約57％）が売却済みであるが、今後の見込みについて説明を求めた。これに対し、過去７年間で平均して年間約44区画販売しているので、今後同程度の販売件数で推移していけば、平成30年度までに完売できる見込みであるとの説明を受けた。

費用便益比1.14の算出にあたっては、国土交通省の「土地区画整理事業における費用便益分析マニュアル」に基づき、里山及びオオタカ保全地について、近隣の住宅地の地価を参考に、事業実施により地価が上昇するという前提で便益を算定したとの説明を受けた。しかし、里山等では、住宅地としての整備は行われないため、住宅地と同様の地価上昇が見込めるのか疑問であることから、仮に、これらの区域について事業実施の前後で全く地価が上昇しないという前提で費用便益比を試算するよう求めた。試算した結果、費用便益比は0.94になると説明を受けたが、里山等については、その環境を保全していることにより、住宅地として整備した場合とは異なる便益が発生していると考えられる。そのため、何らかの手法で定量的に効果を測ることができないかという点について説明を求めた。これに対し、公園や森林整備事業など、他事業において国が策定しているマニュアルには、評価すべき効果として、里山等で期待できる効果と類似の項目があるが、算出のための係数や便益原単位は公園等に関するアンケートを用いて設定したものであるなど、評価手法をそのまま里山等に適用するには課題が多いとの説明を受けた。また、里山での環境保全活動や、教育の場の提供などの実績に関して、参加人数などを盛り込んだ具体的な内容を示し、定性的な便益が生じていると説明を受けた。
第３区域の残事業の費用便益比についても試算するよう求めたところ、2.65となるとの説明を受けた。この算定の過程でも、第３区域のうち、実際に整備する25ha以外の山林のままとなる土地についても事業実施により地価が上昇するという前提で、近隣の商業地の地価を参考に便益を算定しているとのことであった。これに対し、事業実施後も山林のままとなる土地については、商業地と同様に地価が上昇するかどうか疑問であることから、仮に、山林については全く地価が上昇しないという前提で費用便益比を試算するよう求めたところ、その場合でも、費用便益比は1.26と１を超えるとの説明を受けた。以上のような説明を受け、第３区域の事業着手を含めた本事業全体の継続について、妥当であると判断した。
なお、本事業については、現地視察もあわせて行った。

【道路事業】
2 一般府道豊能池田線（都市計画道路止々呂美吉川線）道路改良事業
「箕面森町（水と緑の健康都市特定土地区画整理事業）」へのアクセス道路〔箕面森町区間〕及び新名神高速道路箕面ＩＣ（仮称）や箕面有料道路（箕面グリーンロード）へのアクセス道路〔国道423号重複区間〕として計画され、それぞれのアクセス向上を目的とし、新設道路整備及び現道の拡幅整備を進める事業である。

本事業は、平成24年度に再々評価の審議を行った案件である。当時、府では、国道423号重複区間は事業を継続するが、箕面森町区間は、箕面森町の第３区域の事業実施の方針決定後に整備計画について検討するため休止することとしていた。そのため、事業全体の府の対応方針（原案）は「事業継続（一部休止）」として提案され、審議会としては、「適切である」と判断していた。前述の通り、今回、箕面森町について、第３区域の事業継続を含む事業全体の府の対応方針（原案）を決定したため、本年度の審議会において、本事業の箕面森町区間の事業を再開したいとの提案があった。
国道423号重複区間については、事業用地は全て取得済みで、本格的な工事に着手しており、新名神高速道路との同時供用（平成28年度）を目指している。箕面森町区間は、箕面森町第３区域の整備や立地企業の操業時期に合わせた供用（平成30年度）を目標としている。

審議では、以下のことを確認した。

新名神高速道路や箕面有料道路から箕面森町の第３区域へのアクセス道路としての必要性は理解できるが、第１・第２区域と第３区域を結ぶ区間の整備の必要性や歩道などの幅員構成について、どのようなことを考慮して道路の計画を策定したのかという点について説明を求めた。これに対し、国道423号と477号を結び地域間連携等に資する路線であること、災害等に備えた複数ルートでのアクセスや、商業系の用途地域の土地利用を想定している第３区域への様々な方面からのアクセスが必要であることについて説明を受けた。また、第１・第２区域を横断する止々呂美東西線に流入する通過交通の転換を図るためにも、第１・第２区域と第３区域を結ぶ区間の道路整備は必要であるとの説明を受けた。幅員構成については、「大阪府道の構造の技術的基準及び道路標識の寸法を定める条例」に基づき、自転車歩行者道を両側に設置し、歩行空間の確保や自転車歩行者道のネットワークの形成を図るとの説明があった。

また、国道423号重複区間の山切り工事では、当初の想定より高い位置から中硬岩等が出てきたことなどにより、事業費が増加したとの説明があったので、同区間で事業費がさらに増加する可能性について説明を求めた。これに対し、同区間では切土量の全体60万㎥に対し40万㎥まで進捗し、今後の工事部分は、当初想定の土質と同等であると把握しており、大きな変動の可能性はないとの説明があった。また、箕面森町区間における今後の事業費の変動要因としては、橋梁形式の変更、工事区間の山切りの土量や用地買収範囲の増減、用地買収に伴う物件の補償方法による用地補償費の変動が考えられるとの説明を受けた。
なお、本事業については、現地視察もあわせて行った。
3 主要地方道美原太子線（粟ヶ池工区）道路改良事業
現道の美原太子線の交通渋滞の解消を図るため、バイパス整備ならびに鉄道の立体交差化を行う事業である。

本事業は、平成24年度に再々評価の審議を行った案件である。当時、府は、平面道路整備については事業を継続するが、鉄道の立体交差化は、今後、鉄道事業者等とコスト縮減の可能性などについて検討を進め、事業の実施判断を見極める必要があるため休止することとしていた。そのため、事業全体の府の対応方針（原案）は、「事業継続（一部休止）」として提案され、審議会としては、「適切である」と判断していた。
本事業箇所に類似した幹線道路に近接する踏切で、平成25年度に発生した事故を契機に、再度、鉄道事業者と協議した結果、鉄道との交差箇所の安全性を確保するため、立体交差化を平面道路整備と同時に進めていく必要が生じた。そのため、今回、休止していた立体交差化について、再開したいとの提案があった。
平面道路整備は、用地を95％取得済みで、主たる工事となる橋梁工事も着手済みであることから、予定どおり平成30年に完了することとしている。鉄道の立体交差化については、鉄道事業者との協議の結果、平成30年代半ばに鉄道高架を供用する予定である。
審議では、以下のことを確認した。

便益が前回評価時より大幅に変動していることから、その理由について説明を求めた。これに対し、平成25年４月に供用した市道や既存の東西方向の市道などを追加し、より実態に即したネットワークを基に便益を算出した結果、走行経費減少便益など各種便益が変動したとの説明を受けた。

４　結び
今回の意見具申の審議対象案件の審議の中で、国が策定している費用便益分析のためのマニュアルにおいて、評価の算出方法が示されていない事業内容の効果について、何らかの定量的な評価ができないかという点について説明を求めた。これに対し、他事業の評価手法等についても検討したが、今回の審議対象事業に、直接適用するのは課題が多いとの説明があった。

今後は、国が策定しているマニュアルで算出方法が示されていない効果項目についても、可能な限り定量的に評価を行うよう努めるとともに、やむを得ず定量的な評価が実施できない場合については、定性的な評価について、できるだけ具体的に説明するなど、事業効果をわかりやすく示すための取組みを求める。
府の対応方針（原案）の定義
	府の対応方針（原案）
	定　　　義

	事業継続
	事業を継続するもの。

	事業継続（一部再開）
	前回審議において、府の対応方針（原案）を「事業継続（一部休止）」としていたが、再開する準備が整ったため、事業全体として継続するもの。

	事業継続（一部休止）
	事業全体としては継続するが、一部について休止し、休止部分については一定期間後に再開等について見直しを行うもの。

	事業継続（一部中止）
	事業全体としては継続するが、一部を中止するもの。

	再　　開
	前回審議において、府の対応方針（原案）を「休止」としていたが、再開する準備が整ったため、事業を継続するもの。

	休　　止
	事業を休止し、一定期間後に再開等について見直しを行うもの。

	中　　止
	事業を中止するもの。


建設事業評価審議会の審議対象基準
	類型
	対象基準
	評価の視点

	事前評価
	府又は府が設立する地方独立行政法人（以下、府等という）が新たに実施予定の建設事業のうち総事業費が10億円以上と見込まれるもの（ただし、事業内容等から代替案の検討が困難な事業を除く）
	・上位計画等の位置付け

・優先度

・事業を巡る社会経済情勢

・事業効果の定量的分析

（費用便益分析等）

・事業効果の定性的分析

・自然環境等への影響と対策

・代替案との比較検討　など

	再評価

・

再々評価
	府等が実施する総事業費１億円以上の建設事業のうち、次のいずれかに該当する事業（ただし、（※）に該当する事業を除く）
(１)事業採択後又は着工準備採択後５年間を経過した時点で未着工の事業
(２)事業採択後10年間を経過した時点で継続中の事業

(３)事業計画又は総事業費の大幅な変更、社会経済情勢の急激な変化等により評価の必要が生じた事業

〔事業計画又は総事業費の大幅な変更〕

①事業を中止、休止（休止後の再開を含む）する場合

②総事業費が３割以上（総事業費が10億円未満の事業は３億円以上）増減する場合

③その他、事業計画を大きく変更する場合

(４)府等が実施する事業のうち再評価実施後、一定期間（５年）が経過している事業

(※)

1)事業内容等から代替案の検討が困難な事業
2)評価時点における進捗率が高い事業のうち、次のいずれかに該当する事業
(ｱ)工事進捗率80％以上（事業費ベース）

の事業
(ｲ)翌年度までに完了予定の事業
	・事業の進捗状況
・事業を巡る社会経済情勢の

変化
・事業効果の定量的分析
（費用便益分析等）
・事業効果の定性的分析
・自然環境等への影響と対策

など


平成26年度　開催状況（※）
	年　月　日
	開　催　内　容

	平成26年4月28日
	第１回

事業概要説明

	平成26年5月16日
	第２回

個別事業審議

	平成26年5月22日

23日
	現地視察

箕面森町
一般府道豊能池田線（都市計画道路止々呂美吉川線）


	平成26年5月30日
	第３回

　個別事業審議

	平成26年6月20日


	第４回

　意見具申（素案）の審議

	平成26年6月27日


	第５回

意見具申の取りまとめ


※箕面森町（水と緑の健康都市特定土地区画整理事業）、一般府道豊能池田線（都市計画道路止々呂美吉川線）道路改良事業、主要地方道美原太子線（粟ヶ池工区）道路改良事業の３事業の審議に係るスケジュールのみを記載

平成26年度　大阪府建設事業評価審議会　委員名簿

	
	うえおか　のりこ
　　上岡　典子
	（有）ULAN環境工房　代表

	
	　　うすだ　 ともこ
　　碓田　智子　　
	
　　大阪教育大学教育学部　教授

	
	　　おおはま

　　大濱　しのぶ　　
	
　　関西学院大学法学部　教授

	
	たたの　 　　ひろかず
◎　多々納　裕一
	
　　京都大学防災研究所 教授

	
	　　なじま　 かずひさ
　　南島　和久
	
　　神戸学院大学法学部　准教授

	
	　　みずたに じゅん
○　水谷　淳
	
　　神戸大学大学院海事科学研究科　准教授

	
	むらかみ あきら
　　村上　章
	　　京都大学大学院農学研究科　教授


　
　（敬称略・50音順）◎：会長　○：会長代理

審議会の審議概要等の資料については、府のホームページに掲載しています。


（http://www.pref.osaka.jp/gyokaku/kensetsu-pro/index.html）


また、府政情報センター、事務局（行政改革課）に備え付けています。
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